








































得られている 2)3)4)（Andrews, Tennant, Hew-
son, & Vaillant, 1978; Mitchell, Cronkite, & 






Folkman, Lazarus, Gruen, and DeLongis5) は
個人が置かれた状況を考慮に入れることで、コー
ピングの効果が変化すると主張した。この主張の













and Lazarus1) によって開発された Ways of 












































































































































































































































 .1 erugiF 度難困の目項各
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Appendix 2  9項目１因子構造のストレスコーピング尺度
項目 内容
質問1 笑ったり楽しい時間を持った
質問2 家族や友達との時間を楽しんだ
質問3 リラックスするための工夫をした
質問4 気分転換を試みた
質問5 出来るだけ体を動かすようにした
質問6 ストレスをへらす工夫をした
質問7 誰かに相談した
質問8 誰かの相談相手になった
質問9 睡眠に気をつけた
（7）
